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背景：福島市の学校校庭の線量率 

• 福島市内の学校等に
おいて，空間線量率が
3.8 mSv/hを超えている
ところがあった。 

• 放射線量率をできる限
り低減させる方策を検
討する必要あり。 

 

• 福島大学附属中学校・
幼稚園をモデルケース
とし，方策を検討。 

• 前提条件 

– 直ちに実施可能 

– 学校から土は持ち出さ
ない 
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平成23年4月14日の空間線量率調査結果 



支援の概要 

• 校庭・園庭の詳細な線量率等の測定（2011/5/7） 

– 敷地全体について，地表1, 50, 100 cmの空間線量率

（50, 100 cmは一部未実施）を測定 

– 砂場の放射性核種濃度の深度分布を測定 

• 線量率低減化対策例の効果の確認（2011/5/8） 

– 表層土剥離による放射性核種除去効果の確認 

– 下層土覆土による放射線遮へい効果の確認 

• 線量率低減化対策の実施（2011/5～6） 

• 低減化対策後の詳細な線量率測定（2011/6/9） 

– 5/7と同じ場所で同様の測定を実施 

– 残存する比較的線量率が高い場所を探索 
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校庭・園庭の詳細な線量率等の測定 

・グラウンド・コートの空間線量率のメッシュ測定 
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福島大学附属中学校・幼稚園全景 

幼稚園 

中学校 

20 m 
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測定のポイント 

・校庭・園庭にホットスポットはないか。 

・植栽・校舎付近にホットスポットはないか。 

・放射性核種はどれくらいの深さまで侵入しているか。 
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校庭メッシュ：109点 

コートメッシュ：30点 

幼稚園庭メッシュ：12点 

中学校校庭・幼稚園園庭メッシュ測定 
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測定器：NaIシンチレーション式サーベイメータ 



線量率低減化対策の確認と実施概要 

・校庭、砂場における表層土剥離の効果の
確認 

・実施の概要 
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校庭における表層土剥離の効果の確認 
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校庭では表面から5 cm程度、砂場では10 cm程
度を剥離することで、 0.3 mSv/h程度に線量率を
低減可能。 

・校庭、砂場を掘りながら、線量率を測定。 

・サーベイメータのプローブ側面を薄い鉛板で
コリメートし、周囲の放射線を遮へい。 
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線量率低減化対策の概要 

１．施工時期： ５月２２日（日）～６月７日（火） 

２．施工内容 

 ○ 校庭・園庭の表層土5 cm（砂場10 cm）を 

   ３回に分けて剥離し、同量の山砂で覆土。 

 ○ 校庭の一角に深さ1.5 mのトレンチを掘削。上下底面・側面に遮

水シートを施工し，深部の土・山砂でトレンチ表面50 cmを覆土。 

 ○ 植栽根元の表層土約5 cmを直径2～5 mで剥離し、5 cm分を山

砂で覆土。剥離した表層土はトレンチに埋設。 



低減化対策後の詳細な線量率測定 
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・グラウンド・コートの空間線量率のメッシュ測定 



校庭メッシュ測定結果 
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100 cm 

  50 cm 

    1 cm 

平均2.5±0.3 mSv/h 

平均2.9±0.3 mSv/h 

平均3.1±0.5 mSv/h 

○線量率は大幅に低減 

○線量率の平均値： 
  100 cm ~ 50 cm ~ 1 cm 

 

○地表の放射性核種は除去 

平均0.16±0.06 mSv/h 

平均0.15±0.07 mSv/h 

平均0.16±0.06 mSv/h 



線量率低減対策の効果（校庭・園庭） 

１．線量率 

線量率低減策により空間線量率は約1/10～1/20と大幅に 

減少。 

中学校グラウンド（1 m）の平均 2.5 → 0.15 mSv/h 

幼稚園の園庭（50 cm）の平均 2.8 → 0.22 mSv/h 

  

２.放射性核種 

対策前は、地表に近づくにつれ線量率は高くなったが、 

対策後は、線量率は高さによらずほぼ同じ値となった。 

→ 対策前：測定点付近の放射性物質が線量に寄与 

  対策後：比較的遠方の放射性物質が線量に寄与 



その他のポイント 

１．トレンチ周辺の線量率はグラウンド全体と同程度。 

２．学校周辺の境界付近では、対策未実施の隣接地域の影響
を受け、若干線量率が高いが、影響する範囲は約数ｍと限
定的。 

３．雨樋、排水口、側溝等で比較的高い線量率が測定された。
集められた雨水中の放射性物質が落ち葉や土に吸着するた
めと推測される。更なる、線量率低減のためには、これらを
除去することが有効と考えられる。 

４．排水口にたまった松葉等に集まるのはCsの化学的性質、す

なわち、ヨウ素のように揮発性でなく、水に可溶性であり排水
とともに移動するが、吸着性が高いので水の流れの途中で
つかまる。吸着性があるので表面積が大きいほど総吸着量
は多くなるから、1枚の葉より、松葉のような集合体の方に集
まることが考えられる。 


